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工業高校生のための就職情報
厳しい雇用情勢の中で活躍する工業高校

（社）全国工業高等学校長協会理事長
東京都立墨田工業高等学校長　原田　昭

平成１５年３月末の文部科学省の調査では，

新規高等学校卒業者の就職内定率は，８６.７％

で，昨年度に比べ，０.４％増であった。学科

別では，工業が９３.１%と最も高い。

工業科の就職状況が，地域差はあるものの，

例年，高い内定率を維持しているのは，工業

高校が一貫してものづくり教育を大切にし，

教育活動全体を通じて，職業観・勤労観の育

成に努めてきている成果であると考える。

表１は，新規高等学校卒業者の，過去の就

職状況である。

１．はじめに

全国工業高等学校長協会では，我が国の持

続的発展を維持するために，産業を支える技

術・技能水準の向上を図るとともに，若年技

術・技能労働者を育成することが重要である

と考え，高校生ものづくりコンテスト全国大

会を開催しており，今年度は，第３回を迎え

る。

ものづくりをとおして，職業に関する知

識・技術・技能の修得を図り，望ましい職業

観・勤労観を育成したい。

これからも，工業高校の充実・振興を図る

２．ものづくり教育をとおした職業観・勤労観の育成

表１　新規高等学校卒業者就職（内定）状況 文部科学省調べ



とともに，国民のものづ

くりへの関心を高め，技

術・技能を尊重する社会

的機運の醸成を図りたい。

全国の工業系学科に学

ぶ高校生は，高度な国家

資格を取得したり，全工

協会の検定試験に合格す

るなど，優れた活躍をし

ている。工業系学科の生

３．資格取得指導をとおした

在り方生き方指導

徒が，目的意識をもって意欲的に学習に取り

組むことを促すうえで，生徒が身に付けた知

識・技術・技能を評価することが重要である

と考え，全工協会では，平成１３年度から「ジ

ュニアマイスター顕彰制度」を制定した。

「ジュニアマイスター顕彰制度」は，在学

中に取得した職業資格や技術・技能検定の合

格実績を得点化し，３０点以上に「ジュニア

マイスターシルバー」の称号を贈り，さらに，

その中から，特に優れた生徒に「ジュニアマ

イスターゴールド」の称号を贈るものである。

９０種類の資格・検定と４０種類のコンクール等

を認定の対象としている。取得資格や入賞内

容によって，Ｓ，Ａ－Ｆの七つに区分し，Ｓ

の３０点からＦの１点まで得点化している。

平成１３年度は，約１,０００名に「ゴールド」，

約３,３００名に「シルバー」が認定された。全

国３６万人の工業高校生の内，約１.２％の生徒

が認定された。平成１４年度は，約１,３００名に

「ゴールド」，約３,８００名に「シルバー」が認

定された。

生徒が自己の個性や適性を理解し，資格取

得や検定試験合格を目指すことにより，主体

的な進路選択能力を身に付け，将来の進路先

での自己実現が図れるよう援助していきたい。
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表２は，認定者の多い学校である。

学習指導要領では，在り方生き方教育が，

今次改革の重要な視点に位置づけられてい

る。すなわち，これまでの指導が，卒業学年

での就職斡旋や上級学校への進学指導に傾斜

しがちな実態に対して，改善を図ることがね

らいである。

図１は，高校生の進路状況の推移である。

工業高校卒業生の進路も多様化し，進学率が

向上し，同じような傾向が現れている。

新規高卒者を取り巻く就職環境は，厳しい。

全国の工業高校では，望ましい職業観・勤労

観を育て，就職内定率を高めるために，適性

検査，工場見学，企業訪問，先輩・企業人の

体験講話，インターンシップ，進路相談など，

学年進行に応じた計画的な進路指導を進めて

いる。

また，社会人講師を招聘し，スペシャリス

トから専門的な知識・技術を学ぶとともに，

社会人・職業人としての生き方を学び，職業

の世界の現実を理解させている。

一方，遅刻・欠席，マナーなど，基本的生

活習慣を身に付けさせるとともに，資格取得

４．工業高校での在り方生き方指導



や部活動への積極参加などを，ホームルーム

活動を中心に指導している。

これからも，工業高校では，ものづくりや

資格取得指導をとおして，望ましい職業観・

勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付

けさせるとともに，自己の個性を理解し，主

体的に進路を選択する能力・態度を育てるキ

ャリア育成の取り組みを進め，人間としての

在り方生き方の指導の充実を図っていきたい。

平成１３年度から実施している，高校生もの

づくりコンテスト及びジュニアマイスター顕

彰制度に対して，企業・大学が関心を示して

いる。意欲のある優秀な生徒を採用したい，

受け入れたいとの問い合わせが，全工協会に

も届いている。工業高校生の出口保障・開拓

に向け，社会的周知を一層図っていきたい。

がある。

表３は，今年度卒業者の応募・推薦方法の

予定である。

先日，経済同友会は，若年者の職業観の欠

如などの現状を打破するために，企業側の取

り組みとして，「ジョブ・シャドウウイング」

の創設を提言した。これは，中学生・高校生

が一日中，興味のある職業人に密着して仕事

に触れるものである。

ものづくりをとおして，望ましい職業観・

勤労観を育成し，製造業に携わる若者をいか

に育てるかが，今後の工業教育の重要な課題

である。

大胆で新しい取り組みが，学校・行政・企

業で広がることを期待したい。
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新規高卒者は，「基礎学力が不

足し，早期離職率が高い。また，

就職に対する心構え，意識に弱さ

が見られる。」など，社会から厳

しい指摘を受けている。

経済・産業の構造改革が進む

中，新規高卒者の進路指導，とり

わけ就職指導は，大変厳しい状況

を迎えている。生徒には，より一

層基礎学力を充実させ，社会常識

を身に付けさせることが大切であ

る。

ところで，「一人一社制」など，

就職慣行の見直しが求められてい

る。経済・産業の構造改革が進み，

就業構造が変わる中，新たな時代

に対応した進路指導を進める必要

５．今後の進路指導の課題

図１　高等学校の卒業者数、進学率、就職率の推移
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